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・まちのわだい拡大版
・洞爺湖町広報アンケート

わ
た
し
と

　

み
ん
な
の

　
　

ね
が
い
ご
と

とやとやややややうややとやうやううううとうとううううやうやううやうやううううやうやうこやこここやこやこここここ



８月
2026年
（令和８年）

NO.245

とやとやややややうややとやうやううううとうとううううやうやううやうやううううやうやうこやこここやこやこここここ

今月の表紙

虻田神社の境内で恒例のホタテ
風鈴が飾られました。風鈴の下
につるされた短冊には保育所の
園児の願い事がつづられ、涼し
気な音と一緒に夏風に揺られて
います。

目 次
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人 口 と 世 帯 の 動 き
（先月比）

男 ………………………………3,521 人
女 ………………………………4,142 人
計 ………………………………7,663 人
世帯 …………………………4,713 世帯

（ － 3 ）
（－ 11）
（－ 14）
（ ± 0 ）

＜６月 30 日現在＞

海辺のゴミを海辺のゴミを
　　　みんなで拾おう！　　　みんなで拾おう！
　毎年実施している海浜清掃を今年も実施し
ます。みなさんのご参加をお待ちしています。
■日　時	 ８月 30 日（日）7時から
■場　所	 ①虻田３区（駅前大通）前浜周辺
	 ・虻田１区～４区自治会の皆さん
	 は駅前大通の前浜（夕日が浜公
	 園）	に集合してください。
	 ②高橋石油（出光アポロステー
	 ション）裏から板谷川
	 ・①以外の地区の人は、高橋石油
	 裏に集合してください。
	 ※手袋は持参してください
	 ※ゴミ袋は当日配布します
	 ※雨天の場合は中止します
■問合せ	 生活環境課環境衛生係
	 （☎ 74 ー 3006）

川村 心紗ちゃん                  
みすず

義喜さん・玲奈さん
５月 11 日生　入 4 区

イベントカレンダー21

消防だより18

世界へ発信！２つのユネスコ遺産20

さわやかだより
家庭でできる食中毒予防
～６つのポイント～

16

あぶた福祉会19

お知らせ
口腔がん検診を受診しましょう！
気象台からのお知らせ
防災とうやこ
心からおくやみ申し上げます
わたしのうた

11

4 令和８年度
洞爺湖町一般会計補正予算が成立しました

22 spotlight
洞爺しあわせ食堂の皆さん

読書の家から
地域おこし協力隊通信　vol.99
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6 まちのわだい拡大版

9 洞爺湖町広報アンケート
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ワンポイント手話

pickup news
うにフェス 初の本格開催！

Hello New Baby

こんにちは赤ちゃんこんにちは赤ちゃん



毎月、職員が今月の手話を紹介します。
第 80 回目は政策推進課職員です。
■問合せ 健康福祉課福祉支援係（☎ 76-4006）

手話
ワンポイントワンポイント 「海」

右手の小指を立てて唇の右側に少し当てて、右手の手の平
を上にして左から右方向へ波のようにゆらゆらさせます

広報とうやこ　2026 年 8 月広報とうやこ　2026 年 8 月3

様々
な
ウ
ニ
料
理
が
楽
し
め

る
イ
ベ
ン
ト
「
う
に
フ
ェ

ス
」
が
７
月
、
道
の
駅
あ
ぷ
た
で

開
か
れ
、
多
く
の
観
光
客
な
ど
で

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
道
の
駅
あ
ぷ
た
は
、
昨
年
11
月

に
ウ
ニ
を
使
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
を
充

実
さ
せ
、
誘
客
の
取
組
を
始
め
ま

し
た
。
同
月
に
試
験
的
に
開
い
た

う
に
フ
ェ
ス
は
今
年
が
初
の
本
格

開
催
。
町
内
事
業
者
の
協
力
で
確

保
し
た
ウ
ニ
を
炭
火
で
焼
く
「
焼

き
う
に
」
の
テ
ン
ト
の
前
に
は
開

始
直
後
か
ら
列
が
伸
び
、
焼
き
た

て
の
ウ
ニ
か
ら
漂
う
香
ば
し
い
匂

い
が
広
が
り
ま
し
た
。

　
食
堂
で
は
、
こ
の
日
の
た
め
の

限
定
メ
ニ
ュ
ー
「
う
に
ク
リ
ー
ム

パ
ス
タ
」
や
ウ
ニ
を
乗
せ
た
カ
ッ

プ
寿
司
も
販
売
。町
の
姉
妹
都
市・

神
奈
川
県
箱
根
町
の
職
員
も
訪
れ

る
な
ど
大
勢
が
料
理
を
楽
し
み
ま

し
た
。

　
ホ
タ
テ
料
理
や
ア
ク
セ
サ
リ
ー

作
り
の
出
店
な
ど
も
盛
況
。
当
日

は
あ
い
に
く
の
雨
と
な
り
ま
し

た
が
、
焼
き
う
に
は
用
意
し
た

１
０
０
食
が
完
売
す
る
な
ど
終
始

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

pickup news

うにフェス 初の本格開催！

いただきます！
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令和８年度
洞爺湖町一般会計
　　　補正予算が成立しました補正予算が成立しました

■問合せ　企画財政課財政係（☎ 74-3004）■問合せ　企画財政課財政係（☎ 74-3004）

令和 8 年度の一般会計当初予算は、町長選挙のため、
人件費や扶助費、公債費などの義務的経費や継続事業
を中心とした骨格予算として編成していました。

洞爺湖町議会 6 月会議の補正予算で、選挙後の政策
的経費（肉付け予算）2 億 498 万円を含む合計 2 億
5,122 万円の補正予算が成立しましたので、お知らせ
いたします。

補正後の一般会計予算額は 79 億 2,422 万円、特別
会計などは 47 億 7,206 万円となります。

下道町長の「住んでいる私たちが楽しめる町、洞爺
湖町へ」という基本理念に基づき、４つの基本目標（子
どもたちの未来への支援、町民の健康づくりや生活環
境・交通環境の充実、地域産業の振興、危機管理体制
の強化）に重点を置いた予算を追加しています。

（（※水道事業、簡易水道事業、公共下水道事業は企業会計）

一般会計から一部事務組合へ　・西いぶり広域連合負担金（広域ゴミ処理・電算）　2 億 1，522 万円
　　　　　　　　　　　　　　・西胆振行政事務組合（消防）　　　　　　　　　　2 億 9，929 万円

■令和８年度　各会計予算額

会計名 令和８年度
（６月補正後） 令和７年度 比　　較 増減率

一般会計 79億 2,422 万円 82億 9,400 万円 △ 3億 6,978 万円 △ 4.5％

特別会計 47億 7,206 万円 45億 8,329 万円 		　1億 8,877 万円 　			4.1％

国民健康保険 11億 6,889 万円 　	12 億 70万円 	　　△ 3,181 万円 	△ 2.6％

介護保険 13億 8,277 万円 		13 億 150万円 		　　　8,127 万円 　		6.2％

後期高齢者医療 		2 億 3,864 万円 　	2 億 131万円 　　　		3,733 万円 　18.5％

水道事業 		5 億 6,118 万円 		5 億 6,980 万円 　　			△ 862 万円 		△ 1.5％

簡易水道事業 		1 億 9,556 万円 		1 億 9,499 万円 　　　　		57 万円 　		0.3％

公共下水道事業 12億 2,502 万円 	11 億 1,499 万円 　		1 億 1,003 万円 　		9.9％

　令和８年度予算（６月補正後）
　　　　　　　合計　１２６億９，６２８万円

 うち一般会計　　　７９億２，４２２万円
 　　特別会計など　４７億７，２０６万円
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一般会計歳入歳出状況

事業名 補正額 事業の内容

地域公共交通利便増進計画策定事業 582 万円  洞爺湖町地域公共交通利便増進計画の策定

UIJ ターン新規就業者移住支援補助事業 60 万円 UIJ ターン新規就業者への移住支援補助

園児用木製遊具作製業務委託事業 589 万円 園児用木製遊具（おままごとセット・パーテーション）
の整備

新商品開発事業 44 万円 地域資源の魅力を活かしたオリジナル商品の開発

とうやコインシステム機能強化事業 333 万円 とうやコインカード利用者にも施設来館コインを付与で
きる仕組みへ改修

地域経済活性化支援事業 900 万円 住宅リフォーム支援事業、省エネ家電買換え補助事業、
マル経融資利子補給事業の実施

情報ポータルサイト新設事業 158 万円 観光情報ポータルサイトの構築

湖畔通り線花壇整備修繕工事 170 万円 洞爺湖温泉湖畔通り線花壇の整備

支笏洞爺国立公園利用拠点整備改善計画
策定 502 万円 施設の再配置と動線の最適化を図る基本構想を策定

道路等環境整備事業 9,400 万円 老朽化が進む町道や側溝の整備

赤川外 浚
しゅん

渫
せつ

工事事業 1,118 万円 治水機能の確保と適切な維持管理を目的とした浚
しゅん

渫
せつ

工事

小中一貫教育導入に向けた独自の教育
課程編成 16 万円「外国語教育」と「ふるさと教育」を重視した新たな教

育課程の検討・編成

中学校制服等購入費助成 359 万円 洞爺湖町立中学校へ入学する生徒の保護者に対し、制服
等の購入費用の一部を助成

虻田小中学校フェンス改修工事 1,004 万円 老朽化した虻田小中学校のグラウンドフェンスの改修

歳 出

議会費
6,817 万円
（0.9％）

総務費
8 億 465 万円
（10.2％）

民生費民生費
21 億 8,878 万円21 億 8,878 万円
（27.6％）（27.6％）

衛生費
5 億 4,502 万円
（6.9％）

労働費
320 万円
（0.04％）

農林水産業費
1 億 7,603 万円
（2.2％）

商工費
2 億 8,785 万円
（3.6％）

土木費
8 億 746 万円
（10.2％）

消防費
3 億 2,334 万円
（4.1％）

教育費
4 億 7,981 万円
（6.1％）

公債費
10 億 2,265 万円
（12.9％）

給与費
11 億 9,475 万円11 億 9,475 万円
（15.1％）（15.1％）

予備費
2,250 万円
（0.9％）

■政策予算（肉付け予算）の主なもの

歳 入

依 存 財 源

自主
財

源

依 存 財 源

町税
12 億 8,400万円12億 8,400万円
（16.2％）（16.2％）

使用料・手数料
2 億 1,082 万円
（2.7％）

分担金・負担金
4,344 万円
（0.5％）

その他収入
9 億 1,700 万円
（11.6％）

地方交付税地方交付税
34 億 5,500 万円34億 5,500 万円
（43.6％）（43.6％）

町債
7 億 6,420 万円
（9.6％）

国庫・道支出金
9億 405万円
（11.4％）

譲与税・交付金
3 億 4,570 万円
（4.4％）



のわだい
まち
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TOYAKOマンガ・アニメフェスタ

洞爺産業まつり

サマーフェスタ

とうや湖縄文まつり

夏の思い出特集

イベント続々！夏の洞爺湖
今年も夏がやってきました！町内では毎週のようにイ
ベントが開かれ、多くの人たちでにぎわっています。
ここで紹介するのは６月から７月にかけて行われたイ
ベントのほんの一部。町内では８月以降も様々な催し
が予定されていますので皆さんもご参加ください！
１TOYAKOマンガ・アニメフェスタ 2026
こだわりの衣装をまとったコスプレイヤーの皆さんは
撮影のお願いにも気さくに応じてくれました。亀の甲
羅を背負ったあのキャラの正体は !?

２第47回洞爺産業まつり
恒例の野菜まきは今年も大人気！英国人青年の２人も
会場を盛り上げてくれました。
３サマーフェスタ2026in洞爺湖
あいにくの雨となりましたがお菓子まきに、虻田、洞
爺中学校吹奏楽の演奏などで活況でした。
４第16回とうや湖縄文まつり
入江・高砂貝塚では今年も多くの家族連れなどが縄文
文化を体験。笑顔と歓声が絶えませんでした。

まちのわだい拡大版



伝えたい思いを言葉に
白井さんが最優秀賞

最優秀賞に選ばれた白井さん最優秀賞に選ばれた白井さん

　

６
４
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洞
爺
湖
町
少
年
の
主
張
大
会
が

役
場
で
開
か
れ
、
白
井
久
蓮

朱
さ
ん
︵
虻
田
中
学
校
３
年
︶
が
最

優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
虻
田
中
、
洞
爺
中
か
ら
６
人
が
出

場
。
社
会
問
題
や
学
校
生
活
の
経
験

な
ど
を
も
と
に
ス
ピ
ー
チ
し
ま
し

た
。
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
の
主
将
を
務

め
て
い
た
白
井
さ
ん
は
「
私
は
進

む
」
を
テ
ー
マ
に
発
表
。
チ
ー
ム
を

ま
と
め
る
責
任
感
に
苦
し
み
な
が
ら

も
成
長
で
き
た
と
振
り
返
り
「
周
囲

の
支
え
で
新
し
い
自
分
に
出
会
え
ま

し
た
」
と
語
り
ま
し
た
。

町内で行われたイベントや活動を紹介します

洞爺中が洞爺湖の自然環境保全を学ぶ
ウチダザリガニ防除体験

開拓を支えた馬に感謝をこめて
入江・大磯の開拓馬を慰霊

6
2

6
5

洞
爺
中
学
校（
内
山
勇
一
校
長
）

の
１
年
生
８
名
が
ウ
チ
ダ
ザ

リ
ガ
ニ
防
除
活
動
を
体
験
し
ま
し

た
。「
総
合
的
な
学
習
」
の
時
間
と

し
て
洞
爺
湖
の
自
然
環
境
や
外
来
生

物
に
つ
い
て
学
び
、
自
然
環
境
の
保

全
を
考
え
る
学
習
と
し
て
実
施
。

　

当
日
は
、
U
W
ク
リ
ー
ン
レ
イ

ク
洞
爺
湖
の
室
田
欣
弘
代
表
か
ら
外

来
生
物
が
湖
に
与
え
る
影
響
な
ど
の

説
明
を
受
け
た
後
、
実
際
に
ウ
チ
ダ

ザ
リ
ガ
ニ
の
オ
ス・メ
ス
の
仕
分
け
、

重
さ
や
全
長
計
測
な
ど
を
行
い
、
知

識
を
深
め
ま
し
た
。

江
戸
時
代
の
虻
田
の
開
拓
を
支

え
て
き
た
馬
が
祭
ら
れ
て
い

る
入
江
・
大
磯
の
馬
頭
観
世
音
碑
の

建
立
記
念
事
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
入
江
地
区
は
１
８
０
５
年
に
、
大

磯
地
区
で
は
１
８
２
５
年
に
馬
の
守

護
と
両
地
区
の
開
拓
の
礎
と
な
っ
た

馬
へ
の
感
謝
を
込
め
て
馬
頭
観
世
音

碑
が
建
て
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
開
拓
馬

の
霊
を
祭
っ
て
い
ま
す
。

　
記
念
事
業
で
は
、
僧
侶
に
よ
る
読

経
の
な
か
、関
係
者
が
焼
香
を
行
い
、

馬
た
ち
に
感
謝
を
捧
げ
ま
し
た
。

ウチダザリガニの長さを測る生徒ウチダザリガニの長さを測る生徒

開拓馬を慰霊する関係者開拓馬を慰霊する関係者

６ イベント開催を記念して
いけまぜ講演会9

い
け
ま
ぜ
夏
フ
ェ
ス
２
０
２
６

㏌
と
う
や
こ
（
同
実
行
委
員

会
主
催
）
の
開
催
を
記
念
し
て
い
け

ま
ぜ
講
演
会
が
役
場
防
災
研
修
ホ
ー

ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
N
P
O
法
人
障
が
い
児
の
積
極
的

な
活
動
を
支
援
す
る
会　
に
わ
と
り

ク
ラ
ブ
理
事
長
髙
橋
義
男
氏
が
「
渡

る
世
間
は
嘘
ば
か
り
～
パ
ラ
ダ
イ
ム

シ
フ
ト
の
中
、
高
齢
者
は
ど
う
生
き

る
！
障
が
い
児
は
ど
う
生
き
抜
く

か
！
」と
題
し
て
講
演
、イ
ベ
ン
ト
関

係
者
や
民
生
委
員
児
童
委
員
な
ど
が

貴
重
な
講
演
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

イベント開催を記念して行われた講演会イベント開催を記念して行われた講演会



　
役場駐車場を使いやすく
ラインファルトに感謝状

表彰状を受け取る松山取締役表彰状を受け取る松山取締役

中学生が有珠山噴火に備える
合同避難所開設体験

DoDoははぐで避難所運営を学ぶ生徒ぐで避難所運営を学ぶ生徒

鈴
木
直
道
知
事
が
道
内
市
町
村

の
視
察
や
、
住
民
と
の
意
見

交
換
な
ど
を
行
う
「
な
お
み
ち
カ

フ
ェ
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
町
で
開

か
れ
た
の
は
２
０
２
２
年
以
来
４
年

ぶ
り
。
今
回
は
洞
爺
湖
ビ
ジ
タ
ー
セ

ン
タ
ー
や
有
珠
山
西
山
山
麓
火
口
な

ど
を
訪
れ
、
道
が
進
め
る
「
ア
ド
ベ

ン
チ
ャ
ー
ト
ラ
ベ
ル
」
と
の
連
携
な

ど
を
下
道
町
長
と
協
議
し
ま
し
た
。

　
西
山
山
麓
で
は
、
洞
爺
湖
有
珠
火

山
マ
イ
ス
タ
ー
の
鹿
俣
と
も
よ
さ
ん

の
ガ
イ
ド
で
散
策
し
、
観
光
Ｐ
Ｒ
な

ど
に
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

道知事に町の観光を説明
なおみちカフェ開催

マイスターからの説明を聞く鈴木知事マイスターからの説明を聞く鈴木知事

６
10

６
25

６
23
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町
は
、
役
場
本
庁
舎
駐
車
場
の

白
線
整
備
を
行
っ
た
北
海
道

ラ
イ
ン
フ
ァ
ル
ト
（
金
谷
俊
幸
代
表

取
締
役
）
に
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し

た
。

　

同
社
は
地
域
貢
献
の
一
環
と
し

て
、
薄
く
な
っ
た
公
共
施
設
駐
車
場

の
白
線
を
塗
り
直
す
な
ど
の
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

下
道
町
長
か
ら
感
謝
状
を
受
け

取
っ
た
松
山
展
久
取
締
役
は
「
機
会

が
あ
れ
ば
ま
た
地
域
貢
献
が
で
き
れ

ば
と
思
い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し

た
。虻

田
中
学
校
、
洞
爺
中
学
校
合
同

の
避
難
所
開
設
体
験
学
習
が
虻

田
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
カ
ー

ド
ゲ
ー
ム
形
式
で
避
難
所
運
営
を
学

ぶ
「
Ｄ
ｏ
は
ぐ
」
で
は
、
車
い
す
の

利
用
な
ど
避
難
者
ご
と
に
異
な
る
事

情
を
踏
ま
え
た
運
営
方
法
に
つ
い
て

生
徒
が
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　

洞
爺
湖
有
珠
火
山
マ
イ
ス
タ
ー

の
荒
町
美
紀
さ
ん
の
講
演
で
は
、

２
０
０
０
年
噴
火
の
避
難
時
に
当
時

の
高
校
生
が
家
族
の
支
え
に
な
っ
て

く
れ
た
経
験
が
語
ら
れ
、
生
徒
は
避

難
所
で
の
役
割
を
考
え
て
い
ま
し
た
。

町内で行われたイベントや活動を紹介します

噴火のリスクに備えて
虻高が西山火口を見学

災害遺構を見学する生徒災害遺構を見学する生徒

６
17

虻
田
高
校（
佐
々
木
雅
治
校
長
）

の
1
年
生
が
有
珠
山
西
山
山

麓
火
口
見
学
を
行
い
ま
し
た
。洞
爺

湖
有
珠
火
山
マ
イ
ス
タ
ー
の
ガ
イ
ド

で
旧
町
道
や
国
道
、建
物
、電
柱
な
ど

の
災
害
遺
構
を
見
学
し
ま
し
た
。

　
火
口
付
近
の
98
℃
の
地
面
温
度
も

体
験
し
、
生
徒
は
有
珠
山
噴
火
の
歴

史
を
感
じ
る
と
と
も
に
、
過
去
の
教

訓
か
ら
避
難
と
防
災
へ
の
準
備
を
再

認
識
し
て
い
ま
し
た
。
夏
季
休
業
明

け
の
８
月
21
日
か
ら
は
乗
船
ガ
イ
ド

を
予
定
し
て
お
り
、
活
動
内
容
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。
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広報とうやこアンケート

町の広報の今後を考えるためアンケートを実施します。
以下の設問を読み、ぜひ回答にご協力ください。
１．スマートフォンで回答　下記のＱＲコードから回答
画面に進んでください
２．紙で回答　この用紙を企画財政課、洞爺湖温泉支所、
洞爺総合支所いずれかの窓口にご持参ください
３．回答期限
８月31日（月）

性 別
□男性□女性□回答しない□自由記述（　　　）

年 齢
□19歳以下□20歳代□30歳代□40歳代□50歳代
□60歳代□70歳代□80歳以上

居住地
□虻田地区（花和含む）□洞爺湖温泉地区（月浦含む）
□洞爺地区□町外

１
町の情報をどのように取得していますか？（３つまで選択可）

□広報とうやこ□町公式ホームページ□町公式 LINE□町公式インスタグラム□町公式Ｘ（旧 Twitter）

□町公式フェイスブック□新聞□知人・友人□その他（	 ）

2

町の公式LINEを利用していますか？「利用している」、「利用していない」のいずれかと理由をお答えください

□利用している（以下の理由をひとつ選んで設問３へ）
1.すぐに情報を知りたい 2. 自動的に新しい情報が届く 3. 使いたい機能がある 4. 知人などに勧められた
5. その他（	 ）

□利用していない（以下の理由をひとつ選んで設問４へ）
1 . LINE自体を使っていない 2. 町の公式LINEを知らなかった 3. 通知がわずらわしい 4. 使い方がわからない
5. その他（	 ）

4

町の公式ホームページを利用していますか？「利用している」、「利用していない」のいずれかと理由をお答えください

□利用している（以下の理由をひとつ選んで設問５へ）
1.すぐに情報を知りたい 2. スマホなどで確認できる 3. 情報が見やすい 4. 情報量が多い
5. その他（	 ）

□利用していない（以下の理由をひとつ選んで設問６へ）
1 . 町の公式ホームページを知らなかった 2. 知りたい情報が無い 3. ページが見にくい 4. 使い方がわからない
5. その他（	 ）

3

町の公式LINEに満足していますか？「満足している」、「満足していない」のいずれかと理由をお答えください

□満足している（以下の理由をひとつ選んで設問４へ）
1. 様々な情報を知れる 2. すぐに情報が届く 3. 利用者に合わせた設定ができる 4. 様々な機能がある
5. その他（	 ）

□満足していない（同上）
1. 知りたい情報が無い 2. 情報が見づらい 3. 不要な情報が多い 4. 使い方がわかりにくい
5. その他（	 ）

5

町の公式ホームページに満足していますか？「満足している」、「満足していない」のいずれかと理由をお答えください

□満足している（以下の理由をひとつ選び、設問６へ）
1. いろんな情報を知れる 2. 新しい情報を確認できる 3. ページが見やすい 4. 様々な機能がある
5. その他（	 ）

□満足していない（同上）
1. 知りたい情報が無い 2. 情報が見づらい 3. 不要な情報が多い 4. 使い方がわかりにくい
5. その他（	 ）

TOYAKO TOWN PRESS

キ

リ

ト

リ

セ

ン

洞爺湖町広報アンケート

◀次のページに続きます
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8
広報紙で読みたい記事をお答えください（３つまで選択可）

□イベント情報□地域の話題などの特集□健康・福祉□防災□税□交通□教育□環境・ごみ□町の政策

□その他（	 ）

10

町の広報におけるLINEなどのSNS、ホームページの活用について意見、感想などがありましたらご記入ください

11

広報とうやこについて意見、感想などがありましたらご記入ください

9

紙の広報紙の配布方法について、希望する選択肢とその理由をお答えください	

□広報紙は電子版の配信を主とし、紙版は必要な世帯のみに配るのがよい（以下の理由をひとつ選んで設問 10へ）
□紙版の配布はせず、希望者は役場などで持ち帰ればよい（同上）
1. 紙の広報紙を配布してもらう必要がないから 2. 資源の節約につながるから 3. 配信の方がすぐに情報が届くか

ら 4. その他（	 ）

□現状のままでよい（以下の理由をひとつ選んで設問 10へ）
1. 紙の方が見やすいから 2. 配布する作業が交流につながるから 3. スマホやアプリなどを操作しなければならな

いから 4. その他（	 ）

設問は以上です。
アンケートの回答にご協力いただき、誠にありがとうございました。

6

「広報とうやこ」に満足していますか？「満足している」か「満足していない」のいずれかと理由をお答えください

□満足している
1. 役場などのお知らせが載っている 2. 町内のできごとや人物が載っている 3. 文章が読みやすい 4. 写真やイラス
トが見やすい 5. その他（	 ）

□満足していない
1. 知りたい情報が載っていない 2. 文章が読みにくい 3. 写真やイラストが見にくい 4．カラーの記事が少ない
5. その他（	 ）

7
広報紙でよく読んでいる記事をお答えください（３つまで選択可）

□こんにちは赤ちゃん□ピックアップニュース□まちのわだい□お知らせ□さわやかだより□読書の家から□
地域おこし協力隊通信□消防だより□あぶた福祉会□世界へ発信！２つのユネスコ世界遺産□イベントカレン
ダー□スポットライト□町の予算関連□特集□その他（	 ）

キ

リ

ト

リ

セ

ン

広報とうやこアンケートTOYAKO TOWN PRESS

■問合せ	
企画財政課（☎74ｰ3004／ファックス74ｰ2121）
メール　kohotokei@town.toyako.hokkaido.jp
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　町では、地域経済の活性化を図るため、広報とう
やこに広告を掲載する民間の企業や自営業者を募集
しています。
　締切は発行月の前月５日までです。掲載料や手続
きについてはお問い合わせください。
■問合せ　企画財政課広報統計係（☎ 74－3004）

に広告を掲載しませんか
ととううややここ

　
次
の
２
つ
の
方
法
の
い
ず
れ
か

と
な
り
ま
す
。

１
・
前
年
実
績
に
よ
る
中
間
申
告

　
令
和
７
年
分
の
確
定
消
費
税
額

に
応
じ
て
、
算
出
し
た
中
間
納
付

税
額
を
記
載
し
た
「
消
費
税
及
び

地
方
消
費
税
の
中
間
申
告
書
」
ま

た
は
「
納
付
書
」
を
税
務
署
か
ら

送
付
し
ま
す
。
必
要
事
項
を
記
入

し
、
税
務
署
︵
郵
送
の
場
合
は
札

幌
国
税
局
業
務
セ
ン
タ
ー
函
館
分

室
︶
に
中
間
申
告
書
を
提
出
す
る

と
と
も
に
、
消
費
税
と
地
方
消
費

税
を
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。
次
の

納
付
期
限
ま
で
に
納
税
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
中
間
申
告
と
納
付
の
回
数
が
年

１
回
の
事
業
者
の
申
告
と
納
付
期

限
︵
令
和
７
年
分
確
定
消
費
税
額

48
万
円
超
４
０
０
万
円
以
下
︶

・
８
月
31
日
︵
月
︶

※
振
替
納
税
利
用
の
場
合
の
振
替

日
は
９
月
29
日
︵
火
︶

▼
中
間
申
告
と
納
付
の
回
数
が

年
３
回
の
方
の
申
告
と
納
付
期

限
︵
令
和
７
年
分
確
定
消
費
税
額

4
0
0
万
円
超
４
８
０
０
万
円

以
下
︶

・
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照

２
・
仮
決
算
に
基
づ
く
中
間
申
告

ら
れ
、
外
部
積
立
型
で
管
理
も
簡

単
で
す
。
詳
し
く
は
中
退
共
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

中
小
企
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

︵
☎
03
―
６
９
０
７
―
１
２
３
４
︶　

洞
爺
地
区
公
園
の
ト
イ
レ

解
体

　
洞
爺
地
区
の
小
公
園
お
よ
び
中

央
公
園
に
設
置
し
て
い
る
ト
イ
レ

は
、
老
朽
化
が
著
し
い
た
め
昨
年

度
よ
り
閉
鎖
し
て
い
ま
し
た
が
、

と
う
や
水
の
駅
施
設
内
の
ト
イ
レ

改
修
に
よ
り
、
近
隣
で
代
替
施
設

が
確
保
で
き
た
た
め
、
年
度
内
の

解
体
が
決
ま
っ
た
こ
と
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
な
お
、
浮
見
堂
公
園

の
ト
イ
レ
は
こ
れ
ま
で
通
り
利
用

可
能
で
す
。　

■
問
合
せ

地
域
振
興
課︵
☎
82
―
５
１
１
１
︶

消
費
税
の
中
間
申
告
と
納
付

　
個
人
事
業
者
で
令
和
７
年
分
の

確
定
消
費
税
額
︵
地
方
消
費
税
額

は
除
く
︶
が
48
万
円
を
超
え
る
事

業
者
は
消
費
税
と
地
方
消
費
税
の

中
間
申
告
と
納
付
が
必
要
で
す
。

︻
中
間
申
告
の
方
法
と
納
付
︼

暮
ら
し

国
民
年
金
の
加
入
方
法

　
国
民
年
金
は
、
誰
も
が
加
入
す

る
公
的
年
金
制
度
で
す
。
基
本
的

に
日
本
に
住
む
20
歳
以
上
60
歳
未

満
の
全
て
の
人
は
、
国
民
年
金
に

加
入
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

　
加
入
者
は
、
職
業
な
ど
に
よ
っ

て
次
の
３
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
て
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
加
入
手
続

き
が
異
な
り
ま
す
。

①
第
１
号
被
保
険
者

20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
農
業

者
、
自
営
業
者
、
学
生
、
フ
リ
ー

タ
ー
な
ど
で
す
。
加
入
手
続
き

は
、
自
分
で
役
場
の
年
金
担
当
窓

口
︵
各
支
所
で
も
受
付
け
ま
す
︶

で
行
い
ま
す
。

②
第
２
号
被
保
険
者

　
会
社
員
や
公
務
員
な
ど
厚
生
年

金
保
険
の
加
入
者
で
す
。
加
入
手

続
き
は
勤
務
先
が
行
い
ま
す
。

③
第
３
号
被
保
険
者

　
第
２
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ

て
い
て
、
年
収
１
３
０
万
円
未
満

の
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
配
偶
者

で
す
。
加
入
手
続
き
は
、
第
２
号

被
保
険
者
の
勤
務
先
を
経
由
し
て

行
い
ま
す
。

　
会
社
を
退
職
し
た
と
き
は
、
第

２
号
被
保
険
者
か
ら
第
１
号
被
保

険
者
へ
の
変
更
手
続
き
が
必
要
と

な
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
手
続
き

を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
合
せ

室
蘭
年
金
事
務
所
お
客
様
相
談
室

︵
☎
０
１
４
３
―
24
―
５
０
６
１
︶

住
民
税
務
課
住
民
・
戸
籍
年
金
係

︵
☎
74
―
３
０
０
２
︶

﹁
中
退
共
﹂の
案
内

　
「
中
退
共
」
は
中
小
企
業
の
た

め
の
国
の
退
職
金
制
度
で
す
。
掛

金
助
成
や
税
法
上
の
優
遇
が
受
け

お知らせ
information
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口腔がん検診を受診しましょう！
　
　口腔がんは、目に見えるところにある数少ないがんのうちの 1つで早期発見が可能です。初期の場合、比
較的簡単な治療で済み、後遺症もほぼ残りません。
　しかし、進行すると「食べる」「飲む」「話す」「呼吸する」といった、私たちが生きていくために必要な機
能に影響を及ぼすこともあります。
　年に 1度の口腔がん検診は、普段気にかけることが少ない口の健康状態を知る機会にもなりますので、こ
の機会にぜひお申込みください。
１ 日　時	 10 月 3日（土）14時～16時 30分　　
	 （14時から 10分間隔で受付。時間指
	 定は不可。検診時間は 10分程度）
２ 場　所	 健康福祉センターさわやか
３ 対　象	 20 歳以上の住民
４ 定　員	 28 名（申込みが多い場合は抽選）
５ 料　金	 1,000 円
６ 検診内容	 日本口腔外科学会専門医による問診、
	 口腔内の視診・触診
７ 実施団体	 室蘭歯科医師会
８ 共　催	 日本口腔外科学会北日本支部
９ 申込方法	 8 月 28日（金）までに健康福祉課
	 へ要予約。申込者には 9月初旬～中旬
	 に郵送で抽選結果を通知。
10 問合せ・申込先　
健康福祉課（☎ 76ー4006／ FAX76ー1877）
メール　ken_center@town.toyako.lg.jp
※メール、ファックスの場合は口腔がん検診希望を
明記し、住所、氏名、生年月日、連絡先を記入

▼ファックス送信用記入欄
口腔がん検診の受診を希望します。

　
仮
決
算
を
基
に
計
算
し
た
消
費

税
額
と
地
方
消
費
税
額
に
よ
り
中

間
申
告
・
納
付
が
で
き
ま
す
。

■
問
合
せ　
室
蘭
税
務
署

（
０
１
４
３
―
22
―
４
１
５
１
）

行
　
政

一
定
以
上
の
土
地
取
引
に
は

届
出
が
必
要
で
す

　

土
地
の
売
買
・
賃
借
・
交
換
・

営
業
譲
渡
な
ど
一
定
面
積
以
上
の

土
地
取
引
に
関
す
る
契
約
を
し
た

場
合
に
は
、
国
土
利
用
計
画
法
の

規
定
に
よ
り
、
そ
の
土
地
が
所
在

す
る
市
町
村
に
届
出
が
必
要
で

す
。

▼
届
出
の
対
象
と
な
る
面
積
（
洞

爺
湖
町
の
場
合
）

・
都
市
計
画
区
域
内　
５
千
㎡
以
上

・
都
市
計
画
区
域
外　
１
万
㎡
以
上

▼
届
出
者

土
地
の
権
利
取
得
者（
買
主
な
ど
）  

▼
届
出
期
限　
契
約
締
結
日
か
ら

２
週
間
以
内
※
提
出
期
限
を
過
ぎ

た
場
合
で
も
届
出
書
の
提
出
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

▼
提
出
書
類　
各
１
部 　

・
土
地
売
買
等
届
出
書 　

・
土
地
売
買
等
契
約
書
の
写
し 　

・
土
地
の
位
置
を
明
ら
か
に
し
た

縮
尺
５
万
分
の
１
以
上
の
地
形
図 　

・
土
地
お
よ
び
そ
の
付
近
の
状
況

を
明
ら
か
に
し
た
５
千
分
の
１
以

上
の
図
面 　

・
土
地
の
形
状
を
明
ら
か
に
し
た

図
面 　

・
委
任
状
（
代
理
人
が
届
出
す
る

場
合
）  

※
メ
ー
ル
提
出
の
場
合

kensetu@
tow
n.toyako.

lg.jp▼
罰　
則

届
出
を
し
な
い
と
法
律
で
罰
せ
ら

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。  

■
届
出
・
問
合
せ

建
設
課
管
理
・
土
木
・
都
市
計
画

係
（
☎
74
―
３
０
０
７
）
※
提
出

様
式
や
制
度
の
詳
細
は
町
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

低
濃
度
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
の

処
分

　

低
濃
度
P
C
B
廃
棄
物
の
処

分
期
限
が
令
和
９
年
3
月
31
日
と

な
っ
て
い
ま
す
。
平
成
５
年
ご
ろ

ま
で
に
製
造
さ
れ
た
電
気
機
器

（
変
圧
器
、
コ
ン
デ
ン
サ
ー
な
ど
）

氏　名

生年月日

住　所

電話番号

▲予約フォーム
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お知らせ

胆振地方には、樽前山・倶多楽・有珠山という３
つの火山があります。火山は温泉や壮大な景観、豊
かな大地など多くの恵みを与えてくれる一方で噴火
という危険な側面もあります。
例えば 2014 年（平成 26 年）９月 27 日に発生

した御嶽山の噴火は、大きな噴石が火口から約１㌔
㍍の範囲に飛散し、山頂付近にいた登山者ら 58名
が死亡、行方不明者５名と戦後最悪の火山災害とな
りました。また、2000 年（平成 12 年）に発生し
た有珠山の噴火は人的被害こそなかったものの建物
や道路に大きな被害をもたらしました。
温泉や登山をより楽しむためには、火山の魅力や

恩恵のほか、その危険性を正しく理解して、火山災
害に備えていただく必要があります。令和５年、国
は国民の間に広く火山への関心と理解を深めてもら
うために、日本で最初の火山観測所が浅間山に設置
された８月 26日を「火山防災の日」に制定しました。
火山防災の日には、防災訓練等その趣旨にふさわし
い行事が実施されるよう努めることとされています。

気象庁ホームページでは、「火山防災の日」特設サ
イトや「火山登山者向けの情報提供ページ」を開設
しています。「火山防災の日」特設サイトでは、火山
噴火のメカニズムや噴火で起きる災害、気象庁の発
表する火山防災情報の解説など火山について学ぶコ
ンテンツを多数用意していますので、火山の理解や
火山災害への備えに役立ててもらえればと思います。
「火山登山者向けの情報提供ページ」では、最新の火
山防災情報などを火山ごとに確認できます。火山の周
辺に出かける際には、もしもに備えてご覧ください。
■問合せ　室蘭地方気象台（☎ 0143 ｰ 22 ｰ 3227）

▶「火山防災の日」特設サイト　　　　　　
https://www.data.jma.go.jp/vois/
data/fi	ling/kazanbosai/index.html

▶「火山登山者向けの情報提供ページ」
https://www.data.jma.go.jp/vois/
data/report/activity_info/index.html

「８月「８月 2626日は火山防災の日」日は火山防災の日」

気象台からの
お知らせ

に
は
、
P
C
B
が
含
ま
れ
て
い

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。銘
板︵
製

造
年
な
ど
︶
を
確
認
し
、
該
当
機

器
が
な
い
か
チ
ェ
ッ
ク
し
て
く
だ

さ
い
。

　

見
つ
か
っ
た
場
合
は
連
絡
の

上
、
期
限
内
に
適
正
処
分
を
お
願

い
し
ま
す
。
ま
た
、
処
分
に
つ
い

て
は
助
成
金
が
交
付
さ
れ
ま
す

︵
要
・
事
前
申
請
︶。

■
問
合
せ　
胆
振
総
合
振
興
局
環

境
生
活
課
︵
☎
0
1
4
3
―
24

―
9
5
7
6
︶

・
助
成
に
つ
い
て

低
濃
度
P
C
B
助
成
金
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
︵
☎
0
1
2
0
―

4
2
7
―
4
4
2
︶

西
い
ぶ
り
エ
コ
フ
ァ
ク
ト

リ
ー
の
排
ガ
ス
（
煙
突
）
測

定
結
果

　
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
測
定
結
果
は

「
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
特
別
対
策
措

置
法
」
に
よ
る
排
出
基
準
値
０
・

１
㌨
㌘
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。

▼
測
定
日　
①
１
号
煙
突　
４
月

30
日
②
２
号
煙
突　
５
月
１
日

▼
測
定
結
果

①
１
号
煙
突
０
.
０
０
０
64
㌨
㌘

②
２
号
煙
突
０
.
０
０
５
㌨
㌘

■
問
合
せ　
西
い
ぶ
り
広
域
連
合

︵
０
１
４
３
―
59
―
０
７
０
５
︶

募
　
集

北
海
道
排
水
設
備
工
事
責
任

技
術
者
試
験

　
町
で
は
、
排
水
設
備
指
定
工
事

店
の
資
格
要
件
に
排
水
設
備
工
事

責
任
技
術
者
試
験
を
導
入
し
、
全

道
統
一
試
験
を
行
い
ま
す
。
す
で

に
登
録
し
て
い
る
人
は
受
験
の
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
日　
時

10
月
14
日︵
水
︶~
10
月
19
日︵
月
︶

13
時
30
分
~
15
時
30
分

▼
場　
所　
苫
小
牧
市
ほ
か

▼
受
験
料　
７
千
円

▼
受
付
期
間

８
月
17
日︵
月
︶~
８
月
26
日︵
水
︶

８
時
45
分
~
17
時
30
分

※
12
時
~
13
時
と
土
日
は
除
く

■
問
合
せ　
上
下
水
道
課
下
水
道

係
︵
☎
74
―
３
０
０
８
︶

第
２
回
警
察
官
採
用
試
験

▼
受
験
資
格
年
齢　
平
成
３
年
４

月
２
日
か
ら
平
成
21
年
４
月
１
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
人

▼
学　
歴
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北海道では例年、「災害時には自らの身の安全は自ら守る」という防災の基本を理解し、防災意識の向上に
つなげることを目的に、全道で一斉に行う一般参加型の地震から身を守る防災訓練「北海道シェイクアウト訓
練」を実施しています。これを機に家族や企業団体などで参加し、地震の際の防災意識を高めましょう。
【訓練日時】
9月１日（火）10時（１分程度）
※前後２週間以内の実施も可
【訓練場所】
自宅や職場などどこでも参加できます
【訓練内容】
訓練実施時刻にその場で１分程度、下の図に示した
安全確保行動を行ってください

【参加方法】
期日までに道のホームページ、ＱＲコードから申し
込みが必要です。参加費は不要です。
▶北海道シェイクアウト参加登録ページ
https://www.harp.lg.jp/cFERiyuI
【その他】
詳細は北海道のホームページをご確認ください。
▶道ホームページ
https://www.pref.hokkaido.lg.jp/sm/
ktk/shakeout/toppage.html
■問合せ　自治防災室（☎ 74 ｰ 3000）

こととううやや
No.61 北海道シェイクアウト北海道シェイクアウト
 訓練に参加しよう 訓練に参加しよう

・
Ａ
区
分　
大
学
を
卒
業
し
た
者

︵
令
和
９
年
３
月
末
日
ま
で
に
卒

業
見
込
み
含
む
︶

・
Ｂ
区
分　
Ａ
区
分
以
外
の
者

▼
受
付
期
間　
８
月
14
日
︵
金
︶

■
問
合
わ
せ　
伊
達
警
察
署

︵
☎
0
1
4
2
―
22
―
0
1
1
0
︶

自
衛
官
募
集

▼
募
集
種
目　
①
第
2
回
一
般
曹

候
補
生
②
第
2
回
２
等
陸
・
海
・

空
士
︵
任
期
制
自
衛
官
︶
③
第
２

回
予
備
自
衛
官
補
︵
一
般・技
能
︶

▼
受
験
資
格　
①
、
②
18
歳
以
上

33
歳
未
満
の
者
︵
32
歳
の
者
は
採

用
予
定
月
の
末
日
現
在
、
33
歳
に

達
し
て
な
い
者
︶
③
︻
一
般
︼
18

歳
以
上
52
歳
未
満
の
者
︻
技
能
︼

18
歳
以
上
で
国
家
免
許
資
格
な
ど

を
有
す
る
者
︵
資
格
に
よ
り
年
齢

上
限
は
53
歳
未
満
~
55
歳
未
満
︶

▼
受
付
期
限　
①
９
月
１
日︵
火
︶

②
９
月
７
日
︵
月
︶
③
９
月
10
日

︵
木
︶

▼
試
験
期
間　
①
９
月
16
日︵
水
︶

~
27
日
︵
日
︶
②
９
月
７
日
︵
月
︶

~
30
日
︵
水
︶
③
９
月
12
日
（
土
︶

〜
10
月
４
日
︵
日
︶

■
問
合
せ　
自
衛
隊
札
幌
地
方
協

力
本
部
室
蘭
地
域
事
務
所
︵
☎

０
１
４
３
―
44
―
９
５
３
３
︶

ミ
ニ
ミ
ニ
ブ
ー
ケ
作
り

　
プ
レ
ゼ
ン
ト
な
ど
に
使
え
る
ミ

ニ
ブ
ー
ケ
作
り
の
教
室
を
開
き
ま

す
。
小
さ
め
の
ペ
ン
チ
、
ハ
サ
ミ

の
持
参
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

▼
日　
時

８
月
22
日︵
土
︶10
時
~
11
時
30
分

▼
会　
場

虻
田
ふ
れ
合
い
セ
ン
タ
ー

▼
会　
費

３
０
０
円
︵
先
着
20
人
︶

■
申
込
み
・
問
合
せ　
洞
爺
湖
町

文
化
団
体
協
議
会
・
伊
藤
︵
☎

０
９
０
―
９
５
２
６
―
２
８
４
６

／
フ
ァ
ッ
ク
ス
76
―
３
８
４
９
︶

能
力
開
発
セ
ミ
ナ
ー

▼
科　
目　
Ｏ
Ａ
事
務
科
パ
ワ
ー

ポ
イ
ン
ト
基
礎

▼
募
集
期
間

８
月
20
日︵
木
︶~
９
月
17
日︵
木
︶

▼
場　
所

室
蘭
高
等
技
術
専
門
学
院

▼
受
講
期
間

家庭から排出される新聞
紙や雑誌、カタログ類、段
ボールなどは、住んでいる
地域の自治会などで定期的
に集団回収を行っています
ので、ごみとして捨てずに

回収リサイクルへの協力を
お願いします。また、町で
は回収した量に応じて自治
会などに１㌔㌘あたり２．
５円の助成金を交付してい
ます。

第６回
「古紙回収を利用しよう！」

ゴミを

減らそう
大作戦!!

シリーズシリーズ
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お知らせ

故髙野敏江さん
■５月９日■ 84 歳■遺族は林里美さん■入１区
故鈴木トキ子さん
■５月 29 日■ 80 歳■遺族は武晴さん■泉区
故長崎千代子さん
■６月 15 日■ 93 歳■遺族は裕之さん■青１区
故佐藤了さん
■６月 27 日■ 89 歳■遺族は次子さん■洞第１
故菊池キミさん
■７月３日■ 93 歳■遺族は強二さん■泉区
故鎌田金作さん
■７月７日■ 77 歳■遺族は洋子さん■青２区

  心からおくやみ
　　　　　　申し上げます 

６月 21日から７月 20日届出分
広報紙への掲載は申請手続きが必要です。

10
月
13
日
︵
火
︶
~
28
日
︵
水
︶

▼
定　
員

10
人

■
応
募
・
問
合
せ

室
蘭
高
等
技
術
専
門
学
院
能
力
開

発
総
合
セ
ン
タ
ー

︵
☎
０
１
４
３
―
44
―
７
８
２
０
︶

福
祉
用
具
・
介
護
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
展
示
研
修
会
ｉ
ｎ
洞
爺

湖
町

▼
日　
時

９
月
15
日
︵
火
︶
10
時
~
16
時

▼
場　
所

虻
田
ふ
れ
合
い
セ
ン
タ
ー

■
問
合
せ　
介
護
事
業
所
生
産
性

向
上
推
進
事
業
︵
☎
０
８
０
―

１
８
７
９
―
９
６
３
６
︶

相
　
談

無
料
法
律
相
談
会

　
金
銭
、
相
続
、
夫
婦
間
、
交
通

事
故
、
消
費
者
問
題
の
ト
ラ
ブ
ル

な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

法
律
相
談
は
事
前
予
約
制
で

す
。
希
望
す
る
人
は
２
日
前
の
17

時
ま
で
に
、
予
約
フ
ォ
ー
ム
も
し

く
は
役
場
住
民
税
務
課
住
民
・
戸

籍
年
金
係︵
☎
74
―
３
０
０
２
︶

へ
電
話
に
て
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

　
枠
が
埋
ま
り
次
第
締
切
ま
す
。

▼
日　
時　
①
９
月
３
日
︵
木
︶

②
９
月
17
日
︵
木
︶
13
時
30
分
~

15
時

▼
場　
所　

①
洞
爺
総
合
セ
ン

タ
ー
②
洞
爺
湖
町
役
場

▼
担　
当　

①
井
口
敦
弁
護
士

︵
池
田
翔
一
法
律
事
務
所
︶
②
菊

地
俊
邦
弁
護
士
︵
北
海
道
み
ら
い

法
律
事
務
所
︶

▼
予
約
フ
ォ
ー
ム
は

下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

﹁
行
政
に
関
わ
る
く
ら
し
の

無
料
相
談
会
﹂
開
催

相
続
手
続
、
契
約
手
続
、
遺
言

書
や
官
公
署
に
提
出
す
る
書
類
の

作
成
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▼
日　
時　
①
８
月
15
日(

土)

②
９
月
19
日(

土)

９
時
30
分
~

12
時

▼
場　
所　
ウ
ト
ゥ
ラ
ノ

■
問
合
せ　
北
海
道
行
政
書
士
会

室
蘭
支
部

︵
☎
82
―
７
０
２
３
担
当
:
河
合
︶

住
民
税
務
課
住
民
・
戸
籍
年
金
係

︵
☎
74
―
３
０
０
２
︶

働
き
た
い
人
の
た
め
の
出
張

相
談
会

働
き
た
い
人
を
応
援
す
る
無
料

出
張
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
む

ろ
ら
ん
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
は
働
き
た
い
人
の
就

労
支
援
施
設
で
す
。
そ
の
他
、
就

職
・
就
労
相
談
も
歓
迎
で
す
。

▼
日　
時　
９
月
10
日
︵
木
︶
13

時
30
分
~
15
時
30
分

▼
場　
所　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
伊
達

▼
対　
象

15
歳
~
49
歳
の
人
と

家
族

■
問
合
せ　
む
ろ
ら
ん
地
域
若
者

サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
︵
☎

０
１
４
３
―
50
―
６
１
８
６
︶

寄
　
付

　
善
意
の
ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

●
社
会
福
祉
協
議
会

︿
寄
付
物
品
﹀
大
友
靖
子
さ
ん
、

山
田
晃
さ
ん
︵
入
１
区
︶、
内
海

義
雄
さ
ん
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
さ
く

ら
家
、
ヤ
ス
コ
美
容
室

わ
た
し
の
う
た

あ
ぷ
た
俳
句
会　

７
月
定
例
会

絵
団
扇
の
夢
二
の
を
ん
な
伏
し
目
が
ち

　
　
　
　
　
　

佐
藤
美
風

花
い
ば
ら
戦
後
の
母
の
歩
み
か
な

　
　

亀
倉
千
鶴
子

夕
凪
の
水
面
に
映
る
雲
ひ
と
つ

　
　

川
上
智
恵

黄
菖
蒲
の
咲
く
こ
ろ
指
輪
交
換
す

　
　
　
　
　
　

長
曾
我
部
弓
子



残った食品
・残った食品は、清潔な容器に小分けして保存
　　する
　　　　　　　　　　　　　　　・ちょっとでも怪
　　　　　　　　　　　　　　　　しいと思ったら、
　・残った食品を温め　　　　　　食べずに捨てる　
　　直す時は、十分に　　　　　　　　　
　　加熱する。味噌汁　　　　　　
　　やスープなどは、　　やスープなどは、
　　沸騰するまで加熱
　　する　　する
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さわやかだ
より

家庭でできる食中毒予防家庭でできる食中毒予防
　　　　～６つのポイント～　　　　～６つのポイント～

問合せ問合せ　健康福祉課 （☎ 76-4006）　健康福祉課 （☎ 76-4006）

家庭での食中毒予防は、食品を購入してから調理して食べるまでの過程でどのように細菌を“つけない”、“増家庭での食中毒予防は、食品を購入してから調理して食べるまでの過程でどのように細菌を“つけない”、“増
やさない”、“やっつける”を実践していくかにあります。やさない”、“やっつける”を実践していくかにあります。

６つのポイントを実行して家庭での食中毒を予防しましょう。６つのポイントを実行して家庭での食中毒を予防しましょう。

　・残った食品を温め　　　　　　食べずに捨てる　
　　直す時は、十分に　　　　　　　　　
　　加熱する。味噌汁　　　　　　

point ⑥
残った食品は、清潔な容器に小分けして保存

　　　　　　　　　　　　　　　・ちょっとでも怪
　　　　　　　　　　　　　　　　しいと思ったら、

下 準 備
・台所を片付け、清潔なタオルやふきんを使う・台所を片付け、清潔なタオルやふきんを使う
　・調理の前、生の肉、魚、卵を取り扱った後に手　・調理の前、生の肉、魚、卵を取り扱った後に手
　　を洗う。途中で動物に触ったり、トイレに行っ　　を洗う。途中で動物に触ったり、トイレに行っ
　　た後も忘れずに！　　た後も忘れずに！
　・肉や魚などの汁が、サラダなど生で食べるもの　・肉や魚などの汁が、サラダなど生で食べるもの
　　や調理済みの食品にかからないように注意する　や調理済みの食品にかからないように注意する
　・　・生の肉や魚を切った包丁やまな板を洗わずに、生の肉や魚を切った包丁やまな板を洗わずに、
　　　　野菜など生で食べる食品や調理後の食品を切野菜など生で食べる食品や調理後の食品を切ら　　ら　　
　　　　ないない（（包丁やまな板は、肉用、魚用、野菜用に包丁やまな板は、肉用、魚用、野菜用に
　　　　使い分けるとさらに安全です使い分けるとさらに安全です））
　・冷凍品は料理に使う分だけ冷蔵庫の中や電子レ　・冷凍品は料理に使う分だけ冷蔵庫の中や電子レ
　　ンジで解凍し、解凍が終わったらすぐ調理する　　ンジで解凍し、解凍が終わったらすぐ調理する

point ③ 調　理
・食品は中心まで十分に加熱する（目安は食品の
　　中心温度が 75℃で１分間以上）
　・電子レンジを使う場合は、時々かき混ぜるなど
　　して均一に加熱する
　・料理を途中でやめる時は、冷蔵庫に入れる

point ④

家庭での保存
　　・冷蔵庫は 10℃以下に、
　　　冷凍庫は -15℃以下に
　　　保ち、詰めすぎない
　　　（目安は７割程度）

　　　　　　　　　　・肉や魚などは、水分が他
　　　　　　　　　　　の食品にかからないよう
　　　　　　　　　　　にビニール袋や容器に
　　　　　　　　　　　入れて保存する

point ②

　　　　　　　　　　・肉や魚などは、水分が他
　　　　　　　　　　　の食品にかからないよう
　　　　　　　　　　　にビニール袋や容器に
　　　　　　　　　　　入れて保存する

食　事
・食べる前に手を洗う　　　・清潔な手で、清潔
　　　　　　　　　　　　　　　な器具を使い、清
　　　　　　　　　　　　　　　潔な食器に盛り付
　　　　　　　　　　　　　　　ける
　　

　　
　・料理は室温に長く放置せず、温かい料理は温　
　　かいうちに、冷たい料理は冷たいうちに食べ
　　る

point ⑤

　　　　　　　　　　　　　　　な器具を使い、清
　　　　　　　　　　　　　　　潔な食器に盛り付
　　　　　　　　　　　　　　　ける
　　　　　　　　　　　　　　　潔な食器に盛り付

　・料理は室温に長く放置せず、温かい料理は温　

食品の購入
・消費期限など表示で確認する。
　　生鮮食品はなるべく新鮮な
　　ものを購入する
　・肉や魚などは、水分がもれ
　　ないようにビニール袋など
　　に分けて包む
　・冷蔵・冷凍品は、最後に
　　買って寄り道せずに持ち
　　帰る

point ①
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今月の
１冊

新
刊
案
内

絵本の玉手箱　8月のおはなし会
■日　時 ①8月11日(火・祝)、25日（火）10時
～11時30分②8月21日（金）14時～15時30分
■場　所 ①あぶた母と子の館
   ②あぶた読書の家
キッズタイム
■日　時 8 月 22 日（土）10 時～ 11 時 30 分
■場　所　あぶた母と子の館
■対　象　乳幼児及び保護者
■問合せ　佐藤（☎ 76-2487）

あぶた読書の家 （☎ 76-2100）
［時間］10 時～ 16 時 30 分 ［休館日］木曜日、祝日
みずうみ読書の家（☎76-2100〈あぶた読書の家〉）

［時間］９時～ 17 時　 ［休館日］木曜日、祝日
洞爺総合センター図書室 （☎ 82-5111）

［時間］９時～ 16 時 30 分　 ［休館日］なし

書
からから家家読 のの

たい焼き総選挙
新井けいこ
商店街のたい焼き屋さんがピンチ
に！店主の孫の菜央と、同級生の拓
都たちが応援に乗りだす。たい焼き
屋さんを通して、商売のしくみや食
品ロスの問題を知り、商店街で統計
を取るなど、小学生が力いっぱい努
力する物語！（あぶた読書の家所蔵）

今月の
リポーター
白澤祐子さん

vol.99

■
あ
ぶ
た
読
書
の
家

＜

一
　
般＞

▽
イ
ン
・
ザ
・
メ
ガ

チ
ャ
ー
チ
（
朝
井
リ
ョ
ウ
）
▽
猫

君　
り
ん
ね
の
輪
（
畠
中
恵
）
▽

カ
フ
ェ
ー
の
帰
り
道
（
嶋
津
輝
）

▽
１
＋
１
（
井
上
荒
野
）
▽
豆
は

煮
え
た
か
（
朝
井
ま
か
て
）
▽
ウ

イ
ル
ス
（
真
山
仁
）
▽
ミ
ン
ト
邸

で
夜
の
茶
会
を
（
斎
藤
千
輪
）
▽

犯
罪
前
夜
（
吉
川
英
梨
）
▽
謎
の

香
り
は
パ
ン
屋
か
ら
２
（
土
屋
う

さ
ぎ
）

＜

児
童
書＞
▽
ぱ
ん
け
ー
き　

つ
く
ろ
！
（
近
藤
幸
子
）
▽
ば
ん

ざ
い
！
ぼ
く
ら
の
フ
シ
ギ
島
（
辻

堂
ゆ
め
）
▽
ふ
し
ぎ
駄
菓
子
屋　

銭
天
堂　
吉
凶
通
り
５
（
廣
嶋
玲

子
）
▽
転
校
先
の
小
学
校
が
思
っ

て
い
た
の
と
ち
が
っ
た
３
（
緑
川

聖
司
）
▽
テ
ム
ズ
川
宝
さ
が
し
ク

ラ
ブ
②　

イ
カ
、
イ
カ
？
大
パ

ニ
ッ
ク
！
（
カ
チ
ャ・ベ
ー
レ
ン
）

▽
13
人
の
魔
女
へ
の
扉
（
長
谷
川

ま
り
る
）
▽
ふ
し
ぎ
な
声
の
す
る

町
で　
も
の
だ
ま
探
偵
団
（
ほ
し

お
さ
な
え
）
▽
異
世
界
フ
ル
コ
ー

ス　
召
喚
さ
れ
た
の
は
、
チ
キ
ン

で
し
た
。（
廣
嶋
玲
子
）
▽
ラ
ベ

ン
ダ
ー
と
ソ
プ
ラ
ノ
（
額
賀
澪
）

■
洞
爺
総
合
セ
ン
タ
ー
図
書
室

＜

一
　
般＞

▽
た
ぶ
ん
、
恋
し

い
（
一
穂
ミ
チ
）
▽
フ
ァ
イ
ア
・

ド
ー
ム＜

上・下＞

（
辻
村
深
月
）

▽
タ
イ
ム
・
ア
フ
タ
ー
・
タ
イ
ム

（
吉
田
修
一
）
▽
夜
の
恩
寵
（
三

浦
し
を
ん
）

＜
児
童
書＞

▽
そ
れ
犯
罪
か
も

し
れ
な
い
図
鑑
（
小
島
洋
祐
）
▽

救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
の
い
ち
に

ち　
（
あ
い
は
ら
い
く
こ
）
▽
じ

ご
く
ぶ
ろ
も　
ご
く
ら
く　
ご
く

ら
く
（
丸
山
誠
司
）
▽
た
こ
や

き
せ
い
じ
ん
（
し
ば
た
と
も
や

す
）
▽
も
し
も
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

︵
s
h
i
m
i
z
u
︶

退
任
ま
で
、
あ
と
８
か
月
。

ま
だ
、
届
け
た
い
笑
顔

が
あ
り
ま
す
。
地
域
お
こ
し
協

力
隊
と
し
て
迎
え
た
最
終
年

度
。
気
が
つ
け
ば
退
任
ま
で
残

り
８
か
月
と
な
り
ま
し
た
。
３

年
は
長
い
と
思
っ
て
い
た
着
任

当
初
が
今
で
は
昨
日
の
こ
と
の

よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　
現
在
は
、
介
護
予
防
事
業
の

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
、

地
域
の
皆
さ
ん
が
運
動
や
ゲ
ー

ム
、
お
茶
会
な
ど
を
楽
し
め
る

場
づ
く
り
に
携
わ
る
ほ
か
認
知

症
地
域
支
援
推
進
員
と
し
て
、

ひ
ま
わ
り
・
お
ん
せ
ん
カ
フ
ェ

（
認
知
症
カ
フ
ェ
）
の
運
営
も

行
っ
て
い
ま
す
。

　
活
動
を
続
け
る
中
で
実
感
し

て
い
る
の
は
、「
元
気
」
は
誰

か
か
ら
誰
か
へ
伝
わ
る
と
い
う

こ
と
で
す
。
最
初
は
表
情
が
硬

か
っ
た
人
が
笑
顔
に
な
り
、
そ

の
笑
顔
に
つ
ら
れ
て
周
り
の
人

も
笑
う
。
そ
ん
な
場
面
に
何
度

も
出
会
っ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、自
身
の
活
動
で
あ
る

介
護
美
容
／
ビ
ュ
ー
テ
ィ
タ
ッ

チ
セ
ラ
ピ
ス
ト
と
し
て
、ひ
ま
わ

り
・
お
ん
せ
ん
カ
フ
ェ
な
ど
で

ハ
ン
ド
セ
ラ
ピ
ー
の
レ
ッ
ス
ン

を
行
っ
て
い
ま
す
。手
と
手
が

触
れ
合
う
こ
と
で
会
話
が
生
ま

れ
、笑
顔
が
広
が
る
時
間
は
私
に

と
っ
て
も
大
き
な
喜
び
で
す
。

「
元
気
が
な
い
人
を
元
気
に
、

元
気
な
人
を
も
っ
と
元
気
に
」。

そ
ん
な
思
い
を
胸
に
退
任
ま
で
の

１
日
１
日
を
大
切
に
活
動
し
て

い
き
ま
す
。介
護
予
防
事
業「
町

の
集
会
所
ひ
ま
わ
り
」の
ご
案
内

は
町
の
公
式

L
I
N
E

で
も
発
信
し

て
い
ま
す
の

で
、
ご
利
用

を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。
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普
通
救
命
講
習
会
の
ご
案
内

洞
爺
湖
消
防
団
員
の
募
集

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
の「
１
１
９

番
自
動
通
報
機
能
」
に
注
意

夏
型
の
火
災
に
注
意

西
胆
振
行
政
事
務
組
合
で
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
て
い
ま
す

消
防
だ
よ
り
119119

統
一
標
語

　『
火
の
確
認

　
い
い
日
を
支
え
る

い
い
習
慣
』

　
皆
さ
ん
の
身
近
に
い
る
人
が
倒

れ
た
と
き
、
あ
な
た
は
何
が
で
き

る
で
し
ょ
う
か
？
　

　
適
切
な
応
急
手
当
を
す
る
こ
と

が
、
尊
い
命
を
救
う
こ
と
に
つ
な

が
り
ま
す
。
突
然
、
病
気
や
ケ
ガ

で
倒
れ
た
人
に
対
し
て
行
う
応
急

手
当
の
方
法
を
習
得
し
て
も
ら
う

た
め
普
通
救
命
講
習
会
を
開
催
し

ま
す
。

　
講
習
会
で
は
、
心
肺
蘇
生
や
Ａ

Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
、
ケ
ガ
の
手
当
な

ど
、
初
め
て
の
方
で
も
わ
か
り
や

す
い
講
習
内
容
と
な
っ
て
い
ま

す
。
講
習
修
了
者
に
は「
修
了
証
」

を
交
付
し
て
い
ま
す
。

▼
日
　
時

９
月
12
日
（
土
）
13
時
～
16
時

▼
場
　
所

伊
達
消
防
署
洞
爺
湖
支
署
会
議
室

▼
申
し
込
み
先
　
西
胆
振
行
政
事

務
組
合
伊
達
消
防
署
洞
爺
湖
支
署

　
洞
爺
湖
町
内
の
消
防
団
員
数
は

減
少
傾
向
に
あ
り
、
な
り
手
不
足

が
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
高
齢
化
が
進
ん
で
い

る
こ
と
か
ら
、
地
域
を
守
る
将
来

の
担
い
手
と
な
る
消
防
団
員
の
確

保
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
消
防
団
員
の
処
遇

・
出
動
報
酬　
出
動
の
種
別
や
活

動
時
間
に
応
じ
た
報
酬
の
支
払
い

・
公
務
災
害
補
償　
現
場
活
動
や

訓
練
で
ケ
ガ
な
ど
し
た
場
合
の
補

償
な
ど
の
受
け
取
り

・
表
彰
制
度　
消
防
団
活
動
で
の

功
労
や
功
績
に
対
し
、
国
な
ど
の

機
関
か
ら
賞
状
や
記
章
が
贈
呈

・
退
職
報
償
金　
在
職
５
年
以
上

の
人
が
退
職
し
た
場
合
の
退
職
報

償
金
の
支
払
い

・
被
服
の
貸
与　
活
動
の
た
め
に

必
要
な
活
動
服
や
制
服
、
火
災
時

に
身
を
守
る
た
め
の
防
火
ヘ
ル

メ
ッ
ト
や
防
火
衣
な
ど
の
貸
与

▼
入
団
要
件

・
町
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務

・
年
齢
18
歳
以
上

・
志
操
堅
固
で
か
つ
身
体
強
健

■
問
合
せ　
西
胆
振
行
政
事
務
組

合
伊
達
消
防
署
洞
爺
湖
支
署
消
防

団
係
（
☎
76

－

２
１
１
９
）

　
近
年
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
ス

マ
ー
ト
ウ
ォ
ッ
チ
に
は
交
通
事
故

に
よ
る
強
い
衝
撃
を
検
知
し
た
際

に
、
自
動
で
１
１
９
番
通
報
と
な

る
「
衝
突
事
故
検
出
」
が
搭
載
さ

れ
て
い
ま
す
。
交
通
事
故
以
外
で

も「
端
末
を
落
と
し
た
」「
ス
キ
ー

で
転
倒
し
た
」
な
ど
の
衝
撃
に
よ

り
意
図
し
な
い
１
１
９
番
通
報
と

な
る
こ
と
が
あ
る
た
め
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

　
消
防
で
は
事
故
等
に
よ
る
通
報

と
し
て
対
応
し
ま
す
の
で
、
誤
っ

て
通
報
機
能
が
作
動
し
た
場
合

　
８
月
は
お
盆
や
花
火
、
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
な
ど
、
火
を
使
う
機
会
が

多
く
な
り
ま
す
。
火
の
取
り
扱
い

に
十
分
注
意
し
、
火
災
の
な
い
楽

し
い
夏
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

～
ロ
ウ
ソ
ク
と
線
香
～

・
ロ
ウ
ソ
ク
立
て
は
不
安
定
な
も

の
を
使
用
し
な
い

・
ロ
ウ
ソ
ク
に
火
を
つ
け
た
ま
ま

そ
の
場
を
離
れ
な
い

・
ロ
ウ
ソ
ク
や
線
香
の
近
く
に
燃

え
や
す
い
物
を
置
か
な
い

・
火
が
衣
服
に
つ
か
な
い
よ
う
に

注
意
す
る

～
お
家
花
火
～

・
花
火
に
書
い
て
あ
る
注
意
書
き

な
ど
を
読
ん
で
か
ら
遊
ぶ

・
周
囲
に
燃
え
や
す
い
も
の
が
な

い
、
広
く
て
安
全
な
場
所
で
遊
ぶ

・
遊
び
終
わ
っ
た
花
火
は
水
バ
ケ

ツ
に
入
れ
て
確
実
に
消
火
す
る

・
点
火
後
に
火
の
つ
か
な
い
花
火

は
覗
い
た
り
せ
ず
に
消
火
す
る

・
風
の
強
い
日
は
花
火
を
し
な
い

子
ど
も
だ
け
で
花
火
を
さ
せ
な
い

～
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
～

・
着
火
剤
の
継
足
し
や
消
毒
用
ア

ル
コ
ー
ル
の
投
入
は
し
な
い

・
安
全
な
場
所
で
行
う

・
使
用
済
み
の
木
炭
は
消
火
用
の

炭
壺
に
入
れ
る
か
、
水
に
十
分
浸

し
て
お
く

　
各
種
試
験
案
内
・
講
習
会
の
お

知
ら
せ
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
設

置
や
消
火
器
点
検
内
容
、
各
種
届

出
・
申
請
様
式
な
ど
を
掲
載
し
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
広
報
発
信
の
た
め
、
公

式
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
を
開
設
し

て
い
ま
す
。
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
コ
メ

ン
ト
の
応
答
、
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ

ｋ
上
か
ら
の
緊
急
通
報
や
出
動
要

請
は
一
切
受
付
で
き
ま
せ
ん
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

警
防
救
急
係
（
☎
76

－

２
１
１
９
）

▼
定
　
員　
10
名

▼
受
講
料　
無
料

▼
募
集
期
間　
８
月
１
日
～
定
員

に
な
り
次
第
締
め
切
り

は
、
電
話
を
切
ら
ず
に
「
間
違
い

で
す
」
と
応
答
し
て
く
だ
さ
い
。

誤
っ
た
通
報
で
も
応
答
が
な
く
切

断
さ
れ
た
場
合
は
状
況
に
よ
り
消

防
車
や
救
急
車
が
出
動
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
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87
第

回

６
月
20
日
、
清
水
友
愛
の
里
の

敷
地
内
で
野
外
焼
肉
行
事
を
開
催

し
ま
し
た
。
当
日
は
天
候
に
も
恵

ま
れ
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
、
ご
家

族
、
職
員
が
一
緒
に
な
っ
て
、
笑

顔
あ
ふ
れ
る
ひ
と
と
き
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
炭
火
の
香
ば
し
い
香

り
が
広
が
り
、
牛
肉
や
焼
き
鳥
、

ウ
イ
ン
ナ
ー
、
新
鮮
な
野
菜
な
ど

が
次
々
と
焼
き
上
が
り
ま
す
。「
い

い
匂
い
が
す
る
ね
」「
早
く
食
べ

た
い
な
」
と
、
焼
き
上
が
る
様
子

を
楽
し
み
に
待
つ
利
用
者
の
皆
さ

ん
の
表
情
は
と
て
も
生
き
生
き
と

し
て
い
ま
し
た
。
職
員
が
一
人
ひ

と
り
の
食
事
形
態
や
体
調
に
配
慮

し
な
が
ら
提
供
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が

安
心
し
て
食
事
を
楽
し
め
る
よ
う

心
掛
け
ま
し
た
。

　
焼
き
た
て
の
お
肉
を
頬
張
る
と

「
お
い
し
い
」
と
笑
顔
が
あ
ふ
れ
、

普
段
は
少
食
な
人
が
お
か
わ
り
を

す
る
場
面
も
見
ら
れ
ま
し
た
。
野

菜
や
ウ
イ
ン
ナ
ー
、
ペ
ッ
パ
ー
ラ

ン
チ
、
ミ
ニ
冷
や
し
中
華
、
レ
ー

ク
ヒ
ル
フ
ァ
ー
ム
の
ア
イ
ス
ク

リ
ー
ム
な
ど
を
用
意
し
、
皆
さ
ん

思
い
思
い
に
好
き
な
も
の
を
味
わ

い
な
が
ら
、
会
話
も
自
然
と
弾
み

ま
し
た
。
普
段
と
は
違
う
開
放
的

な
屋
外
で
の
食
事
は
、
季
節
を
感

じ
な
が
ら
過
ご
せ
る
特
別
な
時
間

と
な
り
ま
し
た
。

　
食
後
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で

は
、
両
面
テ
ー
プ
の
つ
い
た
傘
に

ボ
ー
ル
を
投
げ
、
何
個
付
い
た
か

を
競
う
ゲ
ー
ム
を
行
い
、
利
用
者

同
士
で
応
援
し
合
う
姿
や
、
職
員

と
一
緒
に
笑
い
合
う
様
子
が
あ
ち

ら
こ
ち
ら
で
見
ら
れ
、
会
場
全
体

が
温
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
て
い

ま
し
た
。
普
段
は
あ
ま
り
話
す
機

会
の
少
な
い
利
用
者
同
士
が
会
話

を
楽
し
む
姿
も
あ
り
、
行
事
な
ら

で
は
の
新
た
な
交
流
が
生
ま
れ
た

こ
と
を
嬉
し
く
感
じ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
準
備
で
は
保
護
者
の
皆

さ
ん
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
焼

き
鳥
や
ウ
イ
ン
ナ
ー
、
焼
肉
を
焼

い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
片
付
け

で
は
、
多
く
の
職
員
が
協
力
し
合

い
、
安
全
面
に
配
慮
し
な
が
ら
無

事
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
暑
さ
対
策
と
し
て
、
こ
ま
め

な
水
分
補
給
や
休
憩
を
取
り
入

れ
、
体
調
確
認
を
行
い
な
が
ら
進

め
た
こ
と
で
、
大
き
な
事
故
や
け

が
も
な
く
無
事
に
終
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

利
用
者
の
皆
さ
ん
の
笑
顔
や

「
お
い
し
か
っ
た
。
ま
た
来
年
も

や
り
た
い
ね
」
と
い
う
声
が
、
職

清
水
友
愛
の
里
　
野
外
焼
肉

員
に
と
っ
て
何
よ
り
の
励
み
と
な

り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
季
節
行
事
は
、
日

常
生
活
に
楽
し
み
や
変
化
を
も
た

ら
す
だ
け
で
な
く
、
人
と
の
つ
な

が
り
を
深
め
、
心
身
の
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
に
も
つ
な
が
る
大
切
な
機
会

で
す
。
屋
外
で
自
然
を
感
じ
な
が

ら
食
事
を
囲
む
こ
と
で
、
普
段
と

は
異
な
る
表
情
や
新
た
な
一
面
が

見
ら
れ
る
こ
と
も
多
く
、
利
用
者

一
人
ひ
と
り
の
豊
か
な
生
活
に
つ

な
が
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

今
後
も
利
用
者
の
皆
さ
ん
の
思

い
や
希
望
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

安
全
で
安
心
し
て
参
加
で
き
る
行

事
を
企
画
し
て
い
き
ま
す
。
季
節

を
感
じ
ら
れ
る
活
動
や
地
域
と
の

交
流
を
取
り
入
れ
、
一
人
ひ
と
り

が
楽
し
み
を
持
ち
な
が
ら
充
実
し

た
毎
日
を
過
ご
せ
る
よ
う
、
職
員

一
同
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

今
回
の
野
外
焼
肉
行
事
で
は
、

多
く
の
笑
顔
と「
お
い
し
い
」「
楽

し
か
っ
た
」と
い
う
声
に
包
ま
れ
、

思
い
出
に
残
る
一
日
と
な
り
ま
し

た
。

　
こ
れ
か
ら
も
利
用
者
の
皆
さ
ん

が
安
心
し
て
過
ご
せ
る
環
境
づ
く

り
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
心
豊
か

な
時
間
を
積
み
重
ね
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
ご
協
力
い
た
だ
い

た
皆
さ
ん
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
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ユネスコ世界ジオパーク
　　　　　　審査事前確認が行われました！

7 月５日（日）から８日（水）までの４日間、日本
ジオパーク委員会による調査が行われました。
　調査員として新名阿津子さん（日本ジオパーク委員
会委員／高知大学人文社会科学部准教授）と藤原勇樹
さん（山陰海岸ジオパーク専門員）にお越しいただき、

各構成市町の見どころを案内し、アドベンチャートラ
ベルや縄文・アイヌ文化をテーマとしたガイドを通し
て、来年に控えた再認定審査に向けたアドバイスをい
ただきました。地域の魅力をこれまで以上に伝えられ
るよう取り組んでいきます！

ヒグマ講座を実施しました！！
6 月 9 日（火）、洞爺湖観光情報センターにて「ヒグ

マに関わるジオパーク講座」を開催しました。
　発案者の江川理恵さん（Sotoasobu）よる話題提供に
加え、町農業振興課山本勲係長を講師に招き、活動エリ
アにおけるヒグマの知識や対処法について学びました。
　後半のワークショップでは、参加者同士が必要な装
備や遭遇時の対応について意見交換を行い、ガイド活
動の安全性向上につながる有意義な機会となりました。

第 4 回洞爺湖有珠山ジオパーク検定（有珠山）受検者募集中！
　　■検定日　　令和 8 年 8 月 26 日（水）18:20 ～ 19:30
　　■会　場　　洞爺湖観光情報センター２F　町民ホール

　（洞爺湖町洞爺湖温泉 142）
　　■受検料　　500 円（税込）　当日現金でお支払いください
　　　　　　　　※申込、検定テキストのダウンロードは QR コードから
　　■問合せ　　世界ジオパーク・縄文世界遺産推進室（☎ 82-3663）

募集してます！

世界へ発信！
２つのユネスコ遺産
世界へ発信！

２つののユネスコ遺産
■■問合せ問合せ　世界ジオパーク・縄文世界遺産推進室　世界ジオパーク・縄文世界遺産推進室（（☎ 82-3663）☎ 82-3663）
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7 月 16 日 ( 木 ) ～
9 月 11 日 ( 金 )

ビエンナーレコレクション展Ⅲ

8 月 18 日 ( 火 )
脳トレサロン
時  10:00 ～ 11:30
所 洞爺ふれ愛センター（☎ 76-4363 ＜社会福祉協議会＞）

19 日 ( 水 )
乳児・５歳児健診
時  13:00 ～
所  健康福祉センターさわやか（☎ 76-4006）

20 日 ( 木 )
脳の健康教室
時  9:45 ～ 15:00
所  ウトゥラノ（☎ 76-4363 ＜社会福祉協議会＞）

21 日（金）

保育所開放
時  10:00 ～ 11:30
所 入江保育所（☎ 76-4317）
あぶた麻雀サロン
時  13:30 ～ 16:30
所 洞爺駅交流センター２階（☎ 76-4363 ＜社会福祉協議会＞）

27 日 ( 木 )

脳の健康教室
時  9:45 ～ 15:00
所  ウトゥラノ（☎ 76-4363 ＜社会福祉協議会＞）
幼児健診
時  12:30 ～
所 健康福祉センターさわやか（☎ 76-4006）

28 日（金）

保育所開放
時  10:00 ～ 11:30
所 本町保育所（☎ 76-2673）
あぶた麻雀サロン
時  13:30 ～ 16:30
所 洞爺駅交流センター２階（☎ 76-4363 ＜社会福祉協議会＞）
とうや麻雀サロン
時  13:30 ～ 16:30
所 洞爺ふれ愛センター（☎76-4363＜社会福祉協議会＞）

9 月 3 日（木）

脳の健康教室
時  9:45 ～ 15:00
所  ウトゥラノ（☎ 76-4363 ＜社会福祉協議会＞）
無料法律相談会

4 日（金）

保育所開放
時  10:00 ～ 11:30
所  桜ヶ丘保育所（☎ 75-2088）
あぶた麻雀サロン
時  13:30 ～ 16:30
所 洞爺駅交流センター２階（☎ 76-4363 ＜社会福祉協議会＞）

7 日（月）
フッ素塗布
時  13:00 ～ 14:45
所  健康福祉センターさわやか（☎ 76-4006）

8 日（火）

子育て教室「キラキラティータイム」
時  10:00 ～ 11:30
所 健康センターさわやか（☎76-2008＜子育て支援センター＞）
コグニの集い
時  10:00 ～ 11:30
所 洞爺駅交流センター２階（☎ 76-4363 ＜社会福祉協議会＞）

9 日 ( 水 )

げんきクラブ
時  13:15 ～ 14:45
所 ウトゥラノ（☎ 76-4006 ＜健康福祉センター＞）
救急の日講演会

10 日 ( 木 )
脳の健康教室
時  9:45 ～ 15:00
所  ウトゥラノ（☎ 76-4363 ＜社会福祉協議会＞）

10 日（木）
げんきクラブ
時  13:30 ～ 15:00
所 洞爺ふれ愛センター（☎ 76-4006 ＜健康福祉センター＞）

11 日（金）

保育所開放
時  10:00 ～ 11:30
所  洞爺保育所（☎ 82-5559）
あぶた麻雀サロン
時  13:30 ～ 16:30
所 洞爺駅交流センター２階（☎ 76-4363 ＜社会福祉協議会＞）
とうや麻雀サロン
時  13:30 ～ 16:30
所 洞爺ふれ愛センター（☎76-4363＜社会福祉協議会＞）
健康づくりウォーキング会「有珠山ロープウェイウォーキング」

13 日（日） 秋麗（あきうらら）ギャラリーコンサート

15 日 ( 火 )
脳トレサロン
時  10:00 ～ 11:30
所 洞爺ふれ愛センター（☎76-4363＜社会福祉協議会＞）

ピックアップイベントピックアップイベント

時間 場所時 所 詳 詳細イベントカレンダーの見方

イベントカレンダーイベントカレンダー

ピックアップイベント詳

ピックアップイベント詳

ピックアップイベント詳

洞爺湖芸術館からのお知らせ
《開館時間》9：00～17：00月曜休館
※受付は16：30まで、月曜が祝祭日の場合は翌日休館
ビエンナーレコレクション展Ⅲ
■日　程 ９月11日（金）まで

秋麗（あきうらら）ギャラリーコンサート
声楽・ヴァイオリン・ピアノによるコンサート
■日　時 9月13日（日）①13：30～（開場 13：00）
	 ② 17：00（開場 16：30）
■定　員 各回35人（合計70人）　①　　　　	②
■参加料 町民：無料　
　　　　	 町民以外：入館料必要
■申込み 8 月 13日（木）9：30～
	 	 先着順　QRコードまたは電話により申込み
■問合せ 洞爺湖芸術館（☎ 87－2525）

救急の日講演会
「住み慣れた地域で安心して暮らすために」
ー伊達市の救急医療と高齢者が知っておきたいことー
講師：伊達赤十字病院　院長　久居　弘幸　先生
■日　時　9月9日（水）14：00～15：30
■場　所　伊達市保健センター
■対　象　どなたでも
■定　員　30人　※先着順/定員になり次第締め切り
■参加費　無料
■申込み・問合せ　胆振西部医師会（☎25－6565）

ｐ 15詳

ピックアップイベント詳

健康づくりウォーキング会
「有珠山ロープウェイウォーキング」

有珠山ロープウェイで山頂まで登り、洞爺湖有珠火山マ
イスターの説明を聞きながら遊歩道をゆっくり歩きます。
■日　時　9月11日（金）　8：30～12：55
■場　所　有珠山ロープウェイ（現地までは貸し切りバス
　　　　　で移動）
　　　　　集合場所①健康福祉センターさわやか②とうや　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　水の駅③洞爺湖温泉バスターミナル
■定　員　30人
■料　金　ロープウェイ乗車料金1,800円
■持ち物　歩きやすい服装・靴、飲み物・軽食、虫よけや日焼
               け対策
■申込み　電話（☎76-4006）、e-mail
　　　　　（ken_center@town.toyako.
　　　　　ｌg.jp）またはQRコードから
　　　　　申込み                        
■問合せ　洞爺湖町健康づくり推進員会事務局
   （健康福祉課☎76－4006）

各回35人（合計70人）　①　　　　	②



広
報
と
う
や
こ

東奔西走

うにフェス」での一番人気はやはり焼きウニ。大人は
はしが止まりませんが、初めて食べる子どもの中に

は神妙な面持ちも。慣れない味に食べ切れない子もいま
したが、いつか美味しさがわかるはず！（Ｄ . Ｙ）

町内でも夏のイベントやおまつりが続々と開催されて
います。夏のおまつりといえば、花火や盆踊り、縁日

などもありますが、私はやはり「冷たいビール」です！（笑）
皆さんも飲みすぎには注意しましょう。（M.O）

「
町公式LINEを友だち追加！町公式LINEを友だち追加！
　イベントや防災な
ど 様 々 な 情 報 に 加
え、フルカラー版広
報紙もご覧いただけ
ます！

発
行
日　
令
和
８
年
８
月
10
日

通　
巻　
第
2
４
５
号

■
編

集
・

発
行

　
洞

爺
湖

町
総

務
部

企
画

財
政

課
広

報
統

計
係

　
〒

049-5692
洞

爺
湖

町
栄

町
58番

地
　

☎
0142-74-3004

FAX0142-74-2121　
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
ア

ド
レ

ス
  http://w

w
w

.tow
n.toyako.hokkaido.jp/　

■
印

刷
  ト

ー
ヤ

印
刷

スポットライト

Spotlight
食べて 笑って
子どもとつくる幸せの味

間
も
な
く
昼
食
時
を
迎
え
る

あ
る
土
曜
日
。
ゲ
ー
ム
に

熱
中
し
た
り
、
読
書
に
ふ
け
る
子

ど
も
の
様
子
は
自
宅
で
の
休
日
を

思
わ
せ
ま
す
が
、
こ
こ
は
町
の
施

設
、あ
ぶ
た
母
と
子
の
館
の
一
室
。

入
口
に
「
洞
爺
し
あ
わ
せ
食
堂
」

の
の
ぼ
り
が
は
た
め
い
た
こ
の
日

は
ビ
ビ
ン
バ
丼
が
振
る
舞
わ
れ
、

遊
ん
で
い
た
子
ど
も
た
ち
も
さ
っ

そ
く
は
し
を
動
か
し
ま
し
た
。

　
昼
食
の
匂
い
に
包
ま
れ
た
食
堂

を
見
守
る
の
は
３
人
の
女
性
で

す
。
町
民
が
自
由
に
憩
え
る
場
を

つ
く
ろ
う
と
、
町
と
労
働
者
共
同

組
合
ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ
が
地
域

食
堂
を
始
め
た
の
は
２
０
１
８

年
。
ス
タ
ッ
フ
の
一
人
、
吉
田
祥

実
さ
ん
が
加
わ
っ
た
き
っ
か
け
は

コ
ロ
ナ
禍
で
し
た
。
介
護
の
現
場

で
働
き
な
が
ら
一
人
の
母
親
と
し

て
忙
し
い
日
々
を
送
る
中
、
交
流

が
絶
た
れ
た
子
ど
も
の
た
め
に
家

で
も
学
校
で
も
な
い
居
場
所
が
必

要
だ
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

　
２
０
２
２
年
に
洞
爺
し
あ
わ
せ

食
堂
が
オ
ー
プ
ン
し
、
武
者
さ
や

か
さ
ん
︑犬
塚
陽
子
さ
ん
も
協
力
。

週
替
わ
り
の
メ
ニ
ュ
ー
に
は
訪
れ

る
小
中
学
生
の
声
が
生
き
て
い
ま

す
。
餅
つ
き
の
リ
ク
エ
ス
ト
が
あ

れ
ば
う
す
と
き
ね
を
借
り
、
外
国

の
料
理
に
興
味
を
持
っ
た
子
の
た

め
に
ベ
ト
ナ
ム
料
理
に
挑
戦
し
た

日
も
。
有
珠
山
を
イ
メ
ー
ジ
し
た

「
ジ
オ
サ
ン
ド
」
作
り
で
は
、
子

ど
も
た
ち
も
一
緒
に
腕
を
振
る
い

ま
し
た
。

﹁﹃
お
じ
ゃ
ま
し
ま
す
﹄
じ
ゃ
な

く
て
﹃
た
だ
い
ま
﹄
と
言
っ
て
も

ら
え
る
場
所
に
し
た
い
︒
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
の
家
に
遊
び
に
来
る
感
じ

か
な
﹂︒
３
人
の
人
柄
に
惹
か
れ
て

か
︑
今
で
は
毎
週
土
曜
の
開
催
日

に
は
30
人
ほ
ど
が
訪
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
︒
防
災
教
室
や
︑
町

の
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
事
業
に
も
協
力
す
る
な
ど

活
動
の
幅
も
広
が
っ
て
い
ま
す
︒

多
感
な
年
頃
の
子
ど
も
た
ち

と
過
ご
し
た
４
年
間
︒﹁
こ
こ
に

来
た
ら
自
分
の
子
の
つ
も
り
で
接

し
ま
す
︒
ダ
メ
な
も
の
は
ダ
メ
︑

良
い
も
の
は
良
い
と
伝
え
る
の
は

大
切
で
す
か
ら
﹂︒
イ
メ
ー
ジ
す

る
の
は
親
で
も
先
生
で
も
な
い

﹁
お
せ
っ
か
い
お
ば
さ
ん
﹂︒
こ
こ

だ
け
で
見
つ
け
ら
れ
る
小
さ
な
幸

せ
を
探
し
て
︑
子
ど
も
た
ち
に
寄

り
添
い
続
け
て
い
ま
す
︒

洞
爺
し
あ
わ
せ
食
堂
の

皆
さ
ん（写真左から）犬塚さん、武者さん、吉田さん

※広報とうやこに掲載している「QRコード」は㈱デンソーウェーブの登録商標です


